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7大学図書館長・経済学部教授�
井上　�智�
2001年�9月から�11月にかけて西宮上ヶ原キャンパス大学図書館で第�10回大学図書館特別展示が開催され�
た�。�今回は�「�経済思想家の手稿と自筆書簡�」�をテーマに�、�経済思想史上に大きな足跡を残したジェイム�
ズ�･�ステュアート�、�アダム�･�スミス�、�ジェイムズおよびジョン・ステュアート・ミル等の経済思想家の著作�、�
自筆書簡�、�翻訳書および研究書を展示した�。�その中にはこれまで世界の学界ですら知られていなかった極�
めて貴重な資料が含まれており�、�その資料の公開は広く研究の進展にも貢献するものと期待されている�。�
また�、�11月�6日に大学図書館ホールで学術資料講演会を開催し�、�田中敏弘名誉教授に�「�関西学院大学図�
書館所蔵資料の特徴：その発展のために－特別コレクション・自筆書簡・手稿・その他貴重資料を中心�
に－�」�と題して講演していただいた�。�
経済思想家の手稿と自筆書簡について�
第�10回を迎えた大学図書館特別展�示・�学術資料講�
演会�は�「�経済思想家の手稿と自筆書簡�」�をテーマに�
催されました�。�今回は従来の特別展示とは異なり�、�
特定のテーマを設定せず�、�いわゆ�る�「�一点もの�」�と�
呼ばれる貴重な原典資料の展�示・�解説を重視したも�
のです�。�それは�、�本大学図書館が特別文庫としてこ�
れまで蒐集してきた貴重な蔵�書・�資料の中から経済�
思想家�の�「�一点もの�」�を展示し�、�学�生・�生�徒・�教職員�
の学�習・�研究意欲を刺激し�、�本大学図書館蔵書の質�
の高さを学内外にアピールすることを目的としたも�
のでした�。�その際�、�その手稿や自筆書簡の書き手で�
ある経済思想家の人物像を浮かび上がらせるための�
工夫として�、�その肖像画の写真を可能な限り展示す�
るよう努めました�。�
この展示に対して展示期間中に開催された経済学�
史学会全国大会に出席された研究者から本大学図書�
館の蔵書の質と公開性について高い評価を頂戴でき�
たことは嬉しいことでした�。�経済思想史研究に限ら�
ず思想史研究は思想家の公刊された著作だけでな�
く�、�その手稿類や自筆書簡を含む未刊の一次資料を�
その研究対象にしなければならないほどの深まりを�
見せています�。�その中で�、�研究者がそれら一次資料�
に接することが出来るかどうかはきわめて困難な状�
況にあります�。�新資料発見の機会が少ないことはも�
ちろんのこと�、�たとえその機会に恵まれたとしても�
その購入金額の高さには目を見張るものがありま�
す�。�そのような場合に研究図書館としての大学図書�
館の大きな役割があります�。�関西学院大学図書館は�
蔵書の質の高さやその高い公開性の点で全国の図書�
館の先駆的役割を今後とも果たしていく必要があり�
ます�。�この特別展示の重要性を認識いただき�、�その�
展示に際して篠原�久経済学部教授�、�竹本�洋経済学�
部教授からいただいた多大のご協力に深謝いたしま�
す。�
また�、�今回の特別展示に関連した学術資料講演会�
には本学の名誉教授で�、�元大学図書館長の田中敏弘�
先生をお招きし�て�「�関西学院大学図書館所蔵資料の�
特�徴：�その発展のために�」�と題する講演をしていた�
だきました�。�そこでの先生からのさまざまなご提案�
を�、�可能なかぎり一日でも早く実現していきたいと�
願っております�。�
最後になりましたが�、�この展示のためにご協力い�
ただいた教職員すべての人々に感謝いたしたいと思�
います�。�
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James Steuart,
A Plan for Introducing an Uniformity of Weights and
Measures over the World, and for Facilitating the more
speedy Accomplishment of such a Scheme within the
Limits of the British Empire. In a Letter to a Lord.
Corrected at Coltness March 29th 1778
取引に不可欠な度量衡は、18世紀後半のヨーロッパ
でもまたグレート・ブリテン内部においても、その実
情は複雑怪奇で商取引とりわけ為替取引にとって重大
な阻害要因になっていた。そのため度量衡の統一は各
国の焦眉の問題となった。1758年から59年にかけてイ
ギリス議会はこの問題ついて討議し、またヨーロッパ
大陸でも1761年にこの問題が取り上げられた。ステュ
アートは、アウグスブルクで開かれる予定であった会
議に提出するためにフランス語で提案書を書きあげ
た。これは1764年に改訂を加えて英訳され、さらに
1778年にそれに修正と加筆がほどこされたものが本草
稿である。筆者の生前に刊行されずに、1790年になっ
て息子の手でようやく日の目を見た。
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D. ヒュームのアダム・スミス宛自筆書簡
（1772年11月17日）
『アダム・スミス書簡集』第2版（1987）に収録されて
いる往復書簡323通のうち、スミスとヒューム（1711－
76）の往復書簡は55通含まれ、そのうちの40通がヒュ
ームからスミスに宛てられたものである。第2版では
新たに20通の書簡が追加されているが、そのうちの1
通（『書簡集』付録E－b）がヒュームからスミスに宛て
られた本書簡で、1769年以降エディンバラに定住して
いたヒュームが、故郷のカーコーディの母親のもとで
『国富論』の執筆に専念している親友スミスを、どうに
かしてエディンバラに呼び寄せようとして、強引に空
き家を斡旋しようとしたものである。スミスがエディ
ンバラに定住したのは、ヒュームの死後（および『国
富論』出版後）2年の1778年以降のことである。追伸中
の「スペインへの貨幣の輸入」についての「説明」（同
封されたこの「走り書き」は現存していない）は、『国
富論』第1編第11章中の「銀の価値の変動に関する余論」
等に係わるものと推察される。ツィンツェンドルフ伯
爵は、オーストリアの文官にして金融の専門家で、『書
簡集』の編者のロスによれば、ヒュームはこの人物に
ウィーンかロンドンで会ったものと思われるというこ
とである。
拝啓
あなたのためのすばらしい住まいが、次の聖霊降臨
節におそらく空き家になるという情報を聞きつけまし
た。明るい5部屋から成り、3部屋はかなりの広さがあ
ります。劇場に連なる共同住宅の二階で、小生の兄が
その住宅に住んでいます。プリンシズ・ストリートに
面しており、［エディンバラ］城とその丘陵地帯、西に
広がる平野の全景、カールトンヒル、海、アーサーズ・
シート［ホリルード宮殿南の死火山］が眺められ、東
の方にはきっと［あなたが現在お住まいの］カーコー
ディでさえ望むことができます。家賃は35ポンドです。
あなたのために予約をしておきましょうか。ご自身で
きっぱりと決心なさいませんか。あなたのためになる
ことです。
敬具
デイヴィッド・ヒューム
追伸
あなたはかつてスペインへの貨幣の輸入について小
生に説明を求められました。同封したものが、それに
ついての走り書きです。これ以上のことは小生には分
かりませんが、この説明は小生が、どの箇所でかは覚
9えておりませんが、［著作のなかで］与えたものと正確
に一致しています。それは小生がツィンツェンドルフ
伯爵から教えられたものなのです。
セント・アンドルーズ・スクウェア
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A. スミスのシェルバーン卿宛自筆書簡
（1760年3月19日）
宛名のシェルバーン卿（初代シェルバーン伯爵、ジ
ョン・ペティ・フィッツモリス、1706－61）はウィリア
ム・ペティ（1623－87）の末裔に当たる人物で、その長
男のフィッツモリス子爵（1737－1805、のちの第二代
シェルバーン伯爵、首相）は、自らが教育を受けたオ
ックスフォード大学の沈滞ぶりに鑑みて弟のトマス・
フィッツモリス（1742－93）の教育をグラーズゴウ大
学のアダム・スミス（1723－90）に委ねることになった。
スミスは自分の教授宅にトマスを住み込ませてその教
育に当たった。『アダム・スミス書簡集』にはトマスの
行動・性格・勉学ぶりを父親のシェルバーンに伝える13
通の書簡が収録されているが、本書簡（＃49）は、トマ
スの病状からの回復を報告しているもので、この時期
の書簡にみられる教え子に対する配慮は、のちに旅行
付き添い家庭教師としてフランスから青年バクルー公
爵（とその弟）の病状をその母親と継父（チャールズ・
タウンゼンド）に伝えている書簡のそれに匹敵するも
のである。
［シェルバーン］閣下
［ご子息の］フィッツモリス氏は、［一昨日の］月曜
日より熱病の症候からすっかり解放され、目下のとこ
ろ急速にご回復に向かっておられます。氏は一日中ベ
ッドから出られて、シェルバーン夫人宛にお手紙を出
されたところです。氏は閣下にもお手紙を差し上げる
つもりでしたが、今朝服用の下剤により、たいへん衰
弱され、そのことが叶いませんので、小生にその申し
訳をしてほしい旨ご要望されました。ご発病以来、氏
に服用するよう勧められたのはこの下剤が唯一のもの
です。放血が施されたのは一度だけで、残りの治療は、
静かな薄暗い部屋で、十分な量の温かいレモネード入
り大麦湯によってなされました。
敬具
アダム・スミス
グラーズゴウ
1760年3月19日
夜中の9時
4
Smith, A.
An Inquiry into the Nature and Causes of the Wealth of
Nations
（1776年）
1933（昭和8）年1月逮捕され、治安維持法違反の容
疑で起訴され、懲役5年の判決を受けた河上肇は9月に
下獄。10月から小菅刑務所の独房に収監された。1937
年6月出獄し、『入獄記』を執筆しながら、1939年3月に
は「経済学を続けようか棄てようかと暫く迷ったが、
六ヶ
（ マ マ ）
しいを本を読んで見ても興がのらぬままに、もは
や一生経済学といふものとお別れしようと決心」した。
早速河上は経済書、左翼書を古本屋に売った。
1942（昭和17）年2月8日、1925（大正14）年から河上
の長男政男の家庭教師として既知であり、当時関西学
院専門部文学部教授であった「寿岳文章の仲介で関西
学院にひきとってもらった」のが、この『国富論』初版
であった。河上はこの代金の一部で漢詩本を購入した
という（『河上肇全集』別巻、262頁）。大学図書館の受
け入れ原簿には「寿岳文章氏ノ好意ニヨリ河上博士ヨ
リ寄贈シ度ク、右代金ハ謝金ナリ」として、700円と書
かれている（下の写真）。当時は、豆腐7銭、映画館入
場料、理髪料80銭、巡査の初任給（月給）45円、大学授
業料190円、の時代であった（週刊朝日編『値段の風俗
史－明治･大正･昭和－』）。
関西学院大学図書館「図書原簿」より
10
J. ベンサムのカフーン宛自筆書簡�※�
（1816年3月5日）�
James Colquhoun 宛の書簡で�、�クリスティン�･�コル�
ビヨンセンが創設したデンマークの調停裁判所に関す�
る調査をカフーンに依頼するベンサムの手元控えであ�
る�。�この依頼の結果�、�この著作を入手できたことが�
1816年�7月�29日付�J .H .コウ宛書簡で確認できる�。�
に未収録の書簡�
である�。�
※�井上�智�「�イギリス功利主�義・�原典コレクション－ベ�
No.70, April 2001.
J. ミルの�J. ベンサム宛自筆書簡�※�
（1813年12月3日）�
当時�、�230,000ポンドの投資先を探していたベンサム�
に対して�、�父ミルが�、�ラム氏から株の投資のタイミン�
グなどの情報を得たこと�、�リカードとはどうしても会�
えないことなどが書かれた書簡である�。�同一年月日の�
別のミルのベンサム宛書簡では�、�オウエンのニュ�ー・�
ラナークや鉱山の情報を伝えている�。�
この書簡には�、�父ミルの署名が見られないが�、�頻繁�
に書簡を交わしている間柄の場合にはしばしば見られ�
ることである�。�例えば�、�上記の同一年月日の父ミルの�
ベンサム宛書簡にも署名は見られないことは�、�その傍�
証になろう�。� に未収�
録の書簡である�。�
※�井上� 智�「�イギリス功利主�義・�原典コレクション－ベ�
No.70, April 2001.
J. S. ミルのＦ�. マレソン宛自筆書簡�
（1866年10月2日）�
headで、�Frank Rodbard Malleson と結婚�。�この書簡の�
2年前に女性労働者大学を設立した�。�この書簡は�、�この�
カレッジの成功を願いつつ�、�19日に予定されている会�
合には出席できず�、�その際の講演を引き受けられない�
ことを告げている�。�現在�、�Collected Works of John
Stuart Mill （�XXXII,  p. 172）�に収録されている�。�
J. S. ミルの�W. ロシター宛自筆書簡�※�
（1867年10月27日）�
William Rossite r（�d.1897）�は旅行カバンの製造業者�
で�、�1854年の男性労働者大学の設立に参加し�、�教師と�
して�、�また教育の推奨者として知られた人物である�。�
本学所蔵の同氏宛書�簡�（�5通�）�の内�、�この第一書簡は�、�
この大学の開校計画の内容を熟知しない段階では�、�そ�
の計画に参加したくないという意志表示をする書簡で�
ある�。�現在�、�
（�XXXII, p.184）�に収録されている�。�
※�井上�智�「�J. S.ミルと労働者教育－ミルの未発表�6
通の書簡について－�」�『�経済学論究�』�第�40巻第�2号�、�
1986。�
ンサム�、�ミル父子の著�作・�書簡を中心に－�」�『時計台�』�
ンサム�、�ミル父子の著�作・�書簡を中心に－�」�『時計台�』�
Elizabeth Malles on（�1828－�1916）�は�、�旧姓�White-
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「J. S. ミル フランス旅行自筆日記」※
（1820年7月20日～9月15日）
「私は、教育上でもう一つ有り難い環境に恵まれた
のは、ベンサム氏が私に関心をもってくれたからであ
る。何故ならば、彼の弟サミュエル・ベンサム将軍が私
が14歳の時〈1820年〉に6ヶ月間南フランスに招いてく
れて、後に12ヶ月に延長されたのは、ひとえにベンサ
ム氏のおかげだったからである。…
サミュエル・ベンサムは、彼の有名な兄とは精神の
特徴が全く違っていたが、非常にすぐれた学問と広範
な能力を身につけた人物で、工学に極めて造詣が深か
った。…
1820年5月に私が彼らの一家の一員となった時、一家
はモントーバンとトルーズの間のガロンヌ平野を見渡
す高台にあるポンピニョンの館に住んでいた。私は、
一家の人々に連れられて、ピレネー山脈に旅行した。
…
私は、フランス滞在中に、フランス語をしっかり身
につけ、フランス語の書物にもかなり親しんだ。…
1821年、7月に帰国した」（『ミル自伝初期草稿』92－
96頁）。
※井上 智「イギリス功利主義・原典コレクション－ベ
ンサム、ミル父子の著作・書簡を中心に－」『時計台』
No.70, April 2001.
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「女性解放への貢献にたいしてJ. S. ミルに
送られた感謝状」※
J. S.ミルは、1867年5月20日、下院の第二次選挙法改
正をめぐる討議において、イギリス憲政史上初めての
女性参政権を要求する修正動議を提出した。ミルはこ
の主張を、同法案中の man を person に代えようとい
う、最も単純明快な修正動議として提出した。この感
謝状には、女性参政権の要求と人間性全般に対するミ
ルの奉仕と、既婚女性財産法成立への努力に対して感
謝の念が表明され、これらの問題にたいして社会的注
目を喚起した功績が讃えられている。
この感謝状は、堀経夫教授が1923年に東北帝国大学
から国費留学した際に、ロンドンの古書店から20ポン
ドで購入され、所蔵されていたが、教授の逝去にとも
ない、ご遺族の堀きみえ夫人のご芳志によって関西学
院大学に寄贈されたものである。
※田中敏弘「女性解放への貢献にたいしてJ. S. ミルに送
られた感謝状」（再録『堀経夫博士とその経済学史研究』
玄文社、1991、121－37頁）
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「J. S. ミルの肖像画」※
この肖像画は、G. F. ワッツ(1817－1904)という、同
時代の有名人の肖像画を多く手がけた有名な画家が描
いたものを、フランス人のP. A. ラジョン(1842－88)と
いうすぐれたエッチング制作者によって手がけられた
作品である。彼の死の約2ケ月前に描き始められ、それ
が完成してミル宅にもちこまれたのは彼の死んだ日
(1873年5月7日) とされている。このオリジナルはウェ
ストミンスター市庁舎にあり、ロンドンのナショナ
ル・ポートレイト・ギャラリーにはワッツ自身による
複製画が展示されている。
この肖像画のプリントは、自由党の下院議員であり、
ミルの大の崇拝者で、ワッツにミルの肖像画を描かせ
る段取りをしたC. W. ディルク（1843－1911）からミル
の義理の娘の H. テーラーへ送られたものと思われる。
この肖像画も、堀経夫教授が1923年に東北帝国大学
から国費留学した際に、ロンドンの古書店から購入さ
れ、所蔵されていたが、教授の逝去にともない、ご遺
族の堀きみえ夫人のご芳志によって関西学院経済学部
に寄贈された後、大学図書館に移されたものである。
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※田中敏弘「J. S. ミルの肖像画」（再録『堀博士とその経
済学史研究』玄文社、1991、148－50頁）
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W. S. ジェヴォンズのF. ヘンドリックス宛
自筆書簡
（1866年4月28日）
関西学院大学図書館が所蔵するジェヴォンズの8通
の書簡は、王立統計教会の副会長で、Decimal Coinage
（1866）の著者であるFrederick Hendricks（1827－
1909）宛の書簡である。これは、その第一書簡であり、
ジェヴォンズがこのヘンドリックスのパンフレットを
読み、そこで扱われたテーマがジェヴォンズ自ら未だ
十分には検討してこなかった貨幣の十進法の問題であ
っ た と 書 い た 書 簡 で あ る 。 Papers and
Correspondence of William Stanley Jevons
（ed. by R.D.Collison Black）にも未収録の書簡である。
13
W. S. ジェヴォンズの F. ヘンドリックス宛
自筆書簡※
（1868年3月29日）
この第二書簡から第八書簡までは、ヘンドリックス
のパンフレットの出版によって親密な交流が始まり、
ソヴェリン金貨の国際貨幣としての適格性、金貨の数
量、量目不足、さらには The Times 紙上で行われた
金貨幣鋳造利益、国際貨幣制度をめぐる金鋳貨論争、
さらには国際貨幣会議で提出されて報告書などを巡る
さまざまな情報を交換していることを示している。
※井上 智「W. S. ジェヴォンズとラテン貨幣同盟－ジ
ェヴォンズとF.ヘンドリックス－」（『経済学論究』第
48巻第3号、1994）、「W. S. ジェヴォンズとF. ヘンドリ
ックス －ジェヴォンズの未発表8通の書簡につい
て－」（『経済学論究』第48巻第4号、1995）。
その他、関西学院大学図書館はジェヴォンズ宛書簡
1通およびジェヴォンズの講義を聞いた学生による筆
記ノート（1870－71）を所蔵している。
14
クラーク＝ギディングズ往復書簡
これはアメリカ新古典派経済学形成に貢献したクラ
ーク（John Bates Clark, 1847－1938）が、彼の理論形
成上最も重要な1886年～1930年の間に、社会学者・経
済学者で彼の親友であるギディングズ（Frankl in
Henry Giddings, 1855－1931）と交わした往復書簡
（273通、本学図書館所蔵）からのものである。これら
の書簡によって、クラークにおける限界主義経済学の
形成過程とその背景が一層明らかにされるようになっ
た。
その解説はToshihiro Tanaka (ed.), The Corresponde-
nce of John Bates Clark written to Franklin Henry
Giddings, 1886－1930（Research in the history of
economic thought and methodology, V.18-B-
American economics, JAI/Elsevier Science, 2000）を
参照。
